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デバイスモビリティの概要
デバイスモビリティにより、モバイルユーザはサイト間をローミングし、ローカルサイトの

サイト固有の設定を受け入れることができます。この機能が設定されている場合、CiscoUnified
Communications Managerはローミングデバイスの IPアドレスとデバイスモビリティ設定の IP
サブネットを照合し、デバイスの物理的な位置を判別します。これにより、適切なデバイス

プールを割り当てることができます。この動的に割り当てられたデバイスプールからの設定

によって、そのデバイスの [電話の設定（PhoneConfiguration）]の設定がオーバーライドされ、
新しい電話のロケーションに対して音声品質とリソースの割り当てが適切なものになります。

ローミングモバイルデバイスの場合、この機能によりネットワークリソースの使用効率が向

上します。

•モバイルユーザが別の場所に移動する際には、コールアドミッション制御（CAC）によ
り、移動先のロケーションにとって適切な帯域幅割り当てでビデオ品質と音声品質を確保

できます。

•モバイルユーザが PSTNコールを発信すると、電話はローカルゲートウェイにルーティ
ングされます。それ以外の場合、PSTNコールは最初に IPWAN接続経由でホームサイト
にルーティングされ、その後ホームサイトの PSTNゲートウェイにルーティングされま
す。

•モバイルユーザがホームロケーションにコールする場合、Cisco Unified Communications
Managerは、リージョンに適切なコーデックを割り当てることができます。
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サイト固有の設定

ローミングデバイスの場合、Cisco Unified Communications Managerは、動的に割り当てられた
デバイスプールからの値で、デバイス設定の次のデバイスプールパラメータをオーバーライ

ドします。

• Date/Time Group

• Region

• Location

• Network Locale

• SRST Reference

• Connection Monitor Duration

• Physical Location

• Device Mobility Group

• Media Resource Group List

ネットワークが米国外のロケーションにまたがる場合、デバイスモビリティグループを設定

すると、電話ユーザのローミング先に関係なく、設定済みのダイヤルプランをユーザが使用で

きるようになります。デバイスが移動中であっても、同じデバイスモビリティグループに保

持されている場合は、CiscoUnified CommunicationsManagerは次のデバイスプールパラメータ
も上書きします。

• [AARグループ(AAR Group)]

• [AARコーリングサーチスペース(AAR Calling Search Space)]

• [デバイスコーリングサーチスペース(Device Calling Search Space)]

電話機がホームロケーションに戻ると、ローミングデバイスプールの関連付けが解除され、

ホームロケーションから設定がダウンロードされ、デバイスがリセットされます。デバイス

はホームロケーションの設定を使用して登録されます。

Cisco Unified Communications Managerは、必ず、電話レコード内の Communications Manager
Group設定を使用します。デバイスは、ローミング中でも、必ず、そのホームロケーション
のCiscoUnified CommunicationsManagerサーバに登録されます。電話のローミング中には、帯
域幅割り当て、メディアリソース割り当て、地域の設定、AARグループなどのネットワーク
ロケーション設定だけが変更されます。

（注）

設定

この機能は、システムレベルとデバイスレベルの両方で有効にする必要があります。システ

ムレベルでは、この機能は次のコンポーネントを使用します。
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•物理ロケーション：デバイスプールの物理ロケーション。適切なデバイスプールを割り
当てる目的で、登録中にデバイス登録ロケーションが [デバイスモビリティ情報（Device
Mobility Info）]のサブネットと照合されます。

•デバイスプール：メディアリソース、地域、および SRST参照などのロケーション固有
のデバイス設定。ローミングデバイスの場合、デバイスの物理ロケーションに一致する

デバイスプールが割り当てられます。

•デバイスモビリティグループ：ダイヤリングパターンが類似しているサイトの論理グルー
プ。たとえば、世界規模のネットワークを所有する企業は、個々の国を表すグループを設

定できます。デバイスモビリティグループ設定は、デバイスが同じ地理的エンティティ

内を移動するかどうかを決定します。その主な目的は、ユーザが自分のダイヤルプランを

維持できるようにすることです。

•デバイスモビリティ情報：この情報には、システムで提供されるローミングデバイスの
サブネットと、このいずれかのサブネットに登録されるローミングデバイスに割り当て可

能なデバイスプールが含まれます。

デバイスでこの機能を使用できるようにするには、デバイスレベルでこの機能をオンにする必

要があります。

図 1 :デバイスモビリティ関連の設定

デバイスプールの割り当て

この項では、デバイスモビリティが有効な際に、Unified Communications Managerがどうデバ
イスプールを割り当てるかについて説明します。デバイスがローミングするかどうかに応じ

て、デバイスにはローカルサイトのデバイスプールが割り当てられるか、またはホームサイ

トのデバイスプールが使用されます。

初期化の後に、デバイスモビリティ機能は次のプロセスに従って動作します。

デバイスモビリティ

3

デバイスモビリティ

デバイスプールの割り当て



1. モバイルとしてプロビジョニングされている IPフォンの電話デバイスレコードが作成さ
れ、電話がデバイスプールに割り当てられます。電話機がUnifiedCommunicationsManager
に登録され、登録プロセスの一環として IPアドレスが割り当てられます。

2. Unified Communications Managerは、デバイスの IPアドレスを、[デバイスモビリティ情報
の設定（Device Mobility Info Configuration）]ウィンドウでデバイスモビリティ用に設定さ
れたサブネットと比較します。最適な組み合わせでは、IPサブネットマスクでの最大ビッ
ト数を使用します（最長一致ルール）。たとえば、IPアドレス 9.9.8.2は、サブネット
9.9.0.0/16ではなくサブネット 9.9.8.0/24と一致します。

3. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致する
場合、電話はホームロケーション内にあると見なされ、ホームデバイスプールのパラメー

タを保持します。

4. 電話機レコードのデバイスプールが、一致するサブネットのデバイスプールと一致しな
い場合、電話はローミングであると見なされます。次の表に、デバイスモビリティとシ

ステム応答の考えられるシナリオについて説明します。

表 1 :デバイスモビリティのシナリオ

システム応答シナリオ

システムは電話がローミング中であると見

なさず、ホームロケーションデバイスプー

ルの設定を使用します。

電話デバイスプールの物理ロケーション設

定が、対応するサブネットに関連付けられ

ているデバイスプールの物理ロケーション

設定と一致する。

電話がサブネット間を移動した

可能性がありますが、物理ロ

ケーションと関連サービスは変

更されていません。

（注）

システムは電話がローミング中であると見

なします。一致するサブネットのデバイス

プールのパラメータを使用して登録されま

す。

対応するサブネットに 1つのデバイスプー
ルが割り当てられており、サブネットデバ

イスプールがホームロケーションデバイス

プールと異なり、物理ロケーションが異な

る。

システムは電話がローミング中であると見

なします。新しいデバイスプールがラウン

ドロビンルールに従って割り当てられま

す。ローミングデバイスがサブネットに登

録されるたびに、使用可能なデバイスプー

ルのセットの次のデバイスプールが割り当

てられます。

物理ロケーションが異なり、一致するサブ

ネットに複数のデバイスプールが割り当て

られている。
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システム応答シナリオ

物理ロケーションは変更されず、電話はホー

ムデバイスプールに登録されたままになり

ます。

ホームデバイスプールに対して物理ロケー

ションが定義されているが、対応するサブ

ネットに関連付けられているデバイスプー

ルには物理ロケーションが定義されていな

い。

システムは、定義されている物理ロケーショ

ンに電話がローミング中であると見なし、

一致するサブネットのデバイスプールのパ

ラメータを使用して電話が登録されます。

ホームデバイスプールに対して定義されて

いない物理ロケーションが、一致するサブ

ネットに関連付けられているデバイスプー

ルに対して定義されている。

残りのサブネットを使用して、ローミング

とデバイスプールの割り当てに関するルー

ルが適用されます。

サブネットが更新または削除される。

デバイスの IPアドレスと一致するデバイスモビリティ情報エントリがない場合、デバイスは
ホームロケーションのデバイスプール設定を使用します。

（注）

デバイスモビリティグループの動作の概要

デバイスモビリティグループを使用して、デバイスが地理的実体内の別のロケーションに移

動する時点を把握できます。これにより、ユーザは各自のダイヤルプランを使用できます。

たとえば、米国と英国にそれぞれ個別のデバイスモビリティグループを設定できます。電話

機が異なるモビリティグループに移動した場合（たとえば、米国から英国へ）、Unified
CommunicationsManagerは、ローミングロケーションではなく電話レコードにあるコーリング
サーチスペース、AARグループ、および AAR CSSを使用します。

デバイスが同じモビリティグループ内の別のロケーションに移動する場合（米国内のRichardson
から米国内のBoulderへ移動する場合など）、CSS情報はローミングデバイスプール設定から
取得されます。この方法では、ユーザが PSTN接続先をダイヤルすると、ユーザはローカル
ゲートウェイにアクセスすることになります。

次の表は、さまざまなシナリオでシステムにより使用されるデバイスプールパラメータにつ

いて説明します。
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表 2 :デバイスモビリティグループのシナリオ

使用するパラメータシナリオ

[ローミング用デバイスプール（RoamingDevicePool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]：
ローミング用デバイスプールの設定

[デバイス CSS（Device CSS)]：ローミング用デバイスプールの設定
（[デバイスモビリティ CSS（Device Mobility CSS）]）

[AARグループ（AARGroup）]：ローミング用デバイスプールの設定

[AAR CSS]：ローミング用デバイスプールの設定

ローミングデバイスが

同一デバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

[ローミング用デバイスプール（RoamingDevicePool）]：[はい（yes）]

[ロケーション（Location）]：ローミング用デバイスプールの設定

[地域（Region）]：ローミング用デバイスプールの設定

[メディアリソースグループリスト（Media Resource Group List）]：
ローミング用デバイスプールの設定

[デバイス CSS（Device CSS）]：ホームロケーションの設定

[AARグループ（AAR Group）]：ホームロケーションの設定

[AAR CSS]：ホームロケーションの設定

ローミングデバイスが

異なるデバイスモビリ

ティグループ内の別の

ロケーションに移動す

る。

デバイスは移動中のため、ローミング用デバイスプールの設定（[デ
バイスモビリティコーリングサーチスペース（DeviceMobilityCalling
Search Space）]、[AARコーリングサーチスペース（AAR Calling
Search Space）]、および [AARグループ（AARGroup）]など）を取得
します。

デバイスが移動した

が、デバイスモビリ

ティグループは、ホー

ムデバイスプールに

も、ローミング用デバ

イスプールにも定義さ

れていない。

デバイスモビリティの前提条件
•デバイスモビリティを使用するために、電話機にはダイナミック IPアドレスが必要です。
スタティック IPアドレスが設定されている電話がローミングする場合、Unified
Communications Managerはそのホームロケーションの設定を使用します。

•デバイスモビリティ機能を使用するには、サイト固有の設定を使用してデバイスプール
を設定する必要があります。この章では、デバイスモビリティに関連するデバイスプー

ル設定のみを説明します。デバイスプールの設定の詳細については、Cisco Unified
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6

デバイスモビリティ

デバイスモビリティの前提条件

https://www.cisco.com/c/en/us/support/unified-communications/unified-communications-manager-callmanager/products-installation-and-configuration-guides-list.html


Communications Managerシステム設定ガイドの「デバイスプールの設定」の章を参照し
てください。

• Cisco Database Layer Monitorサービスを、Cisco CallManagerサービスと同じノードで実行
しておく必要があります

• Cisco TFTPサービスを、クラスタの少なくとも 1つのノードで実行しておく必要がありま
す

• Cisco Unified Communications Managerロケールインストーラ（英語以外の電話ロケールま
たは国独自のトーンを使用する場合）。

• SCCPまたは SIPのいずれかを実行している電話。

デバイスモビリティの設定タスクフロー
デバイスモビリティを設定するには、次のタスクをすべて行います。

手順

目的コマンドまたはアクション

clusterwideサービステンプレートまた
は、[電話の設定（Phone

デバイスレベルでデバイスモビリティ

を有効にするには、次のいずれかのタス

クを実行します。

ステップ 1

Configuration）]ウィンドウの個別のデ
バイスでデバイスサポートを有効にし

ます。
•クラスタ全体でのデバイスモビリ
ティの有効化（8ページ）

•個々のデバイスのデバイスモビリ
ティの有効化（8ページ）

デバイスプールに割り当てる物理ロケー

ションを設定します。

物理的な場所の設定（9ページ）ステップ 2

デバイスモビリティグループは、ダイ

ヤリングパターンが類似しているサイ

トの論理グループです。

デバイスモビリティグループの設定

（9ページ）
ステップ 3

物理ロケーション、デバイスモビリティ

グループ、およびその他のデバイスモ

デバイスモビリティのデバイスプール

の設定（10ページ）
ステップ 4

ビリティ関連情報を、デバイスモビリ

ティのために使用されるデバイスプー

ルに割り当てます。

ローミングデバイスの登録場所として

可能な IPサブネットと、これらのロー
デバイスモビリティ情報の設定（11
ページ）

ステップ 5

ミングデバイスに割り当てることがで

きるデバイスプールを割り当てます。

デバイスモビリティ
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クラスタ全体でのデバイスモビリティの有効化

次の手順を使用して、電話機の [電話機の設定（PhoneConfiguration）]で設定が上書きされて
いる場合を除き、クラスタ全体のすべての電話でデフォルトのデバイスモビリティ設定をオン

に設定するサービスパラメータを設定します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [サービスパラメータ（Service Parameters）]。

ステップ 2 [サーバ（Server）]ドロップダウンリストで、Cisco CallManagerサービスを実行しているノー
ドを選択します。

ステップ 3 [サービス（Service）]ドロップダウンリストから、[Cisco CallManagerサービス（Cisco
CallManager Service）]を選択します。

ステップ 4 [クラスタ全体のパラメータ（デバイス -電話機）（Clusterwide Parameters (Device - Phone)）]で
[デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]サービスパラメータを [オン（On）]に設
定します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

すでに登録済みのデバイスの場合、この新しい設定を有効にするには Cisco CallManagerサー
ビスを再起動する必要があります。

次のタスク

個々のデバイスのデバイスモビリティ設定を行うには、個々のデバイスのデバイスモビリティ

の有効化（8ページ）を参照してください。

それ以外の場合は、デバイスモビリティに対応するシステムの設定を開始できます。物理的

な場所の設定（9ページ）に進みます。

個々のデバイスのデバイスモビリティの有効化

個々のデバイスのデバイスモビリティを有効にするには、次の手順を使用します。この設定

は、クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]
をオーバーライドします。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 [検索（Find）]をクリックして、設定するデバイスを選択します。
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ステップ 3 [デバイスモビリティモード（Device Mobility Mode）]ドロップダウンリストから、次のいず
れかを選択します。

• [オン（On）]：このデバイスでデバイスモビリティが有効になります。
• [オフ（Off）]：このデバイスでデバイスモビリティが無効になります。
• [デフォルト（Default）]：デバイスは、クラスタ全体のサービスパラメータ [デバイスモ
ビリティモード（DeviceMobilityMode）]の設定を使用します。これがデフォルト設定で
す。

ステップ 4 [保存]をクリックします。

物理的な場所の設定

デバイスプールに割り当てる物理ロケーションを設定するには、次の手順を使用します。デ

バイスモビリティでは、デバイス登録のロケーションを使用して適切なデバイスプールを割

り当てます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [物理ロケーション（Physical Location）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 ロケーションの名前を入力します。

ステップ 4 ロケーションの説明を入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティグループの設定

次の手順を使用して、デバイスモビリティグループを設定します。これは、同様のダイヤル

パターンを使用したサイトの論理的なグルーピングです。たとえば、世界規模のネットワーク

を所有する企業は、個々の国を表すデバイスモビリティグループを設定できます。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [デバイスモビリティ（Device Mobility）] > [デバイスモビリティグループ
（Device Mobility Group）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 デバイスモビリティグループの名前を入力します。

デバイスモビリティ
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ステップ 4 デバイスモビリティグループの説明を入力します。

ステップ 5 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティのデバイスプールの設定

デバイスモビリティ用に設定したパラメータを使用してデバイスプールを設定するには、次

の手順を使用します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）] > [デバイスプール（Device Pool）]。

ステップ 2 次のいずれかを実行します。

• [検索（Find）]をクリックし、既存のデバイスグループを選択します。
• [新規追加（Add New）]をクリックして新しいデバイスプールを作成します。

ステップ 3 [ローミングに合わせて変化する設定（RoamingSensitiveSettings）]で、以前のデバイスモビリ
ティタスクで設定したパラメータを割り当てます。

• [物理ロケーション（PhysicalLocation）]：ドロップダウンリストから、このデバイスプー
ルに設定する物理ロケーションを選択します。デバイスモビリティは、ローミングデバ

イスにデバイスプールを割り当てるときにこのロケーションを使用します。

• [デバイスモビリティグループ（Device Mobility Group）]：ドロップダウンリストから、
このデバイスプールに設定するデバイスモビリティグループを選択します。

ステップ 4 [デバイスモビリティ関連情報（Device Mobility Related Information）]で次のデバイスモビリ
ティ関連フィールドを設定します。フィールドと設定オプションの詳細については、オンライ

ンヘルプを参照してください。

• [デバイスモビリティコーリングサーチスペース（DeviceMobilityCallingSearchSpace）]：
このデバイスプールを使用するローミングデバイスが使用する CSSを選択します。

• [AARコーリングサーチスペース（AAR Calling Search Space）]：自動代替ルーティング
（AAR）の実行時にデバイスが使用するコーリングサーチスペースを選択します。

• [AARグループ（AAR Group）]：AARが設定されている場合に、このデバイスの AARグ
ループを選択します。

• [発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party Transformation CSS）]：このデバ
イスプールを使用するローミングデバイスの発信側トランスフォーメーション CSSを選
択します。

デバイスモビリティ
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• [発呼側トランスフォーメーション CSS（Calling Party Transformation CSS）]
は、[電話の設定（Phone Configuration）]ウィンドウの [デバイスプールの発
呼側トランスフォーメーション CSSを使用（Use Device Pool Calling Party
Transformation CSS）]チェックボックスがオフの場合でも、ローミングデバ
イスのデバイスレベルの設定をオーバーライドします。

• [着信側トランスフォーメーション CSS（Called Party Transformation CSS）]設
定は、ローミングデバイスではなくゲートウェイに適用されます。

（注）

ステップ 5 [デバイスプールの設定（Device Pool Configuration）]ウィンドウのその他のフィールドを設定
します。フィールドと設定オプションの詳細については、システムのオンラインヘルプを参

照してください。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

デバイスモビリティ情報の設定

デバイスモビリティ情報を設定するには、次の手順に従います。この情報は、ローミングデバ

イスの登録先として可能な IPサブネットと、ローミングデバイスに割り当てることができる
対応するデバイスプールを表します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[システ
ム（System）]> [デバイスモビリティ（Device Mobility）]> [デバイスモビリティ情報（Device
Mobility Info）]。

ステップ 2 [新規追加]をクリックします。

ステップ 3 デバイスモビリティ情報の名前を入力します。

ステップ 4 ローミングデバイス登録の IPサブネットの詳細を入力します。

•モバイルデバイスに IPv4アドレスを使用している場合は、IPv4サブネットの詳細を入力
します。

•モバイルデバイスに IPv6アドレスを使用している場合は、IPv6サブネットの詳細を入力
します。

ステップ 5 いずれかのサブネットに登録するローミングデバイスに割り当てるデバイスプールを選択し
ます。矢印を使用して、適切なデバイスプールを [選択されたデバイスプール（SelectedDevice
Pools）]リストボックスから [使用可能なデバイスプール（Available Device Pools）]リスト
ボックスに移動します。

ステップ 6 [保存]をクリックします。

フィールドと設定オプションの詳細については、オンラインヘルプを参照してください。

デバイスモビリティ
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ローミングデバイスプールのパラメータの表示

次の手順を使用して、デバイスの現在のデバイスモビリティ設定を表示および確認します。

手順

ステップ 1 [Cisco Unified CM管理（Cisco Unified CM Administration）]から、以下を選択します。[デバイ
ス（Device）] > [電話（Phone）]。

ステップ 2 検索条件を入力して [検索（Search）]をクリックし、デバイスモビリティモードが有効なデバ
イスを見つけます。

ステップ 3 [デバイスモビリティモード（DeviceMobilityMode）]の横の [現在のデバイスモビリティの設
定を表示する（View Current Device Mobility Settings）]をクリックします。

ローミングデバイスプールの設定が表示されます。デバイスがローミングしない場合には、

ホームの場所の設定が表示されます。

デバイスモビリティの連携動作
表 3 :デバイスモビリティの連携動作

データのやり取り機能

発信側の正規化は、一部の電話機のダイヤリング機能を強化し、コー

ルが複数の地理的場所にルーティングされる場合のコールバック機能

を改善します。つまり、この機能を使用すれば、着信側が電話機の通

話履歴ディレクトリ内の電話番号を変更しなくてもコールバックでき

ます。加えて、発信側の正規化を使用すれば、電話番号のグローバ

ル化とローカル化が可能になるため、正しい発信者番号が電話機に表

示されます。

発信側の正規化

デバイスモビリティ
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データのやり取り機能

デバイスが同一のデバイスモビリティグループ内をローミングして

いるとき、Unified Communications Managerはローカルゲートウェイ
への到達にデバイスモビリティ CSSを使用します。ユーザが電話で
不在転送（CFA）を設定し、CFACSSが [なし（None）]に設定され、
CFA CSSアクティベーションポリシーが [デバイス/回線 CSSのアク
ティブ化を使用（With Activating Device/Line CSS）]に設定されてい
る場合は、デバイスの場所に応じて、次のように動作が異なります。

•デバイスがホームの場所に設置されている場合は、デバイスCSS
と回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが同じデバイスモビリティグループ内をローミングし
ている場合は、ローミングデバイスプールからのデバイスモビ

リティ CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用されます。

•デバイスが別のデバイスモビリティグループ内をローミングし
ている場合は、デバイス CSSと回線 CSSが CFA CSSとして使用
されます。

ローミング

デバイスモビリティ
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デバイスモビリティの制約事項
表 4 :デバイスモビリティの制約事項

説明制約事項

デバイスモビリティ機能は、Unified Communications Managerに登録
されているデバイスの IPv4アドレスまたは IPv6アドレスによって異
なります。

•デバイスモビリティを使用するために、電話にはダイナミック
IPv4アドレスまたは IPv6アドレスが必要です。

•ネットワークアドレス変換（NAT）またはポートアドレス変換
（PAT）を使用してデバイスに IPアドレスが割り当てられてい
る場合、登録時に提供する IPアドレスは、デバイスの実際の IP
アドレスに一致しない可能性があります。

• Cisco IP電話が IPv4のみのスタックまたは IPv6のみのスタック
をサポートする場合、定義された IPアドレッシングモードの設
定に基づいて、電話は IPv4または IPv6デバイスモビリティ情報
のいずれかと再度関連付けられます。たとえば、電話が IPv6設
定を使用して定義されているが一致するデバイスモビリティ情

報（IPv6サブネットおよびマスクサイズ）がない場合、IPv4と
関連付けられます。一致する IPv6デバイスモビリティ情報を追
加すると、電話は IPv6デバイスモビリティ情報と再度関連付け
られます。

IPアドレス（IP
Address）
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


